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研究成果の概要：近代日本のアジア主義とインドの関係を、戦前・戦後に来日したインド人思

想家・法律家の思想と行動を中心に論じた。特に、ラーダービノード・パールとラビンドラナ

ード・タゴールについて論じ、近代日本のアジア主義者たちが、彼らとの間でどのような思想

的連関および衝突を引き起こしたかについて明示した。そして、この具体的事例を元に、日本

のアジア主義の特質について議論を展開した。
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１．研究開始当初の背景
近代日本のアジア主義とインドの関係を、

来日したインド人思想家・活動家と日本人の
具体的な関わりから考察し、そこで構築され
た思想的連関・人的ネットワークを明らかに
することを目指した。

先行研究では「（1）アジア主義の問題を概
ね日本および東アジア世界に限定している
という空間的問題」、及び「（2）アジア主義
を 1945 年以前のものに限定しているという
時間的問題」があった。そこでは、東アジア
以西（例えば南アジアや中東、中央アジア）
におけるアジア主義運動や「 Alternative

Modernity」の可能性を追求した非西洋主義の
潮流、反植民地独立運動などとの連携及び摩
擦は詳細に論じられず、また、戦前と戦後が
断絶して論じられているため、その政治的・
思想的連続性の問題も等閑視されていた。

そのため本研究では、戦前期の東アジア世
界に限定されて議論されることが多かった
アジア主義論を（1）「インドにまで拡張」し、
（2）「1945 年以前・以後の思想的連続性を捉
えること」で、新しいアジア主義の見方を提
示することを目指した。
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本研究では、上記の課題を踏まえ、日本で
活躍した複数のインド人思想家・活動家を取
り上げた。そのことによって、アジア主義の
空間的・時間的限定性を乗り越え、さらにイ
ンド人の思想家・活動家と日本人思想家との
思想的相互連関を明らかにすることを目的
とした。

具体的には、まず極東軍事裁判（東京裁判）
に判事として出廷し、A 級戦犯に対して「無
罪 」 の 見 解 を 示 し た こ と で 知 ら れ る
Radhabinod Pal（ラーダービノード・パール：
1886－1967）の伝記的研究を進めた。ここで
は、パールのインドにおける法学者としての
活動及びその思想を明らかにし、その視点か
ら「パール判決書」を位置づけ直すことを目
指した。また、「パール判決書」の精読を行
うことを通じて、彼が東京裁判において展開
した法理論、およびそこで展開された歴史認
識、文明観、世界構想について分析を進めた。
さらに、彼が東京裁判後に展開した世界連邦
運動の具体的内容と日本のアジア主義者た
ちとの思想的連関・連鎖を明らかにし、政治
状況によって左右されやすいパールの実像
を実証主義的に提示することを試みた。

次に、アジア初のノーベル文学賞受賞者で
ある詩人・思想家 Rabindranad Tagor（ラビン
ドラナード・タゴール：1861－1941）と近代
日本の関係についての研究を進めた。ここで
は、外務省外交史料館所蔵の外交文書の収
集・分析によってタゴールの足取りと日本政
府の反応を明らかにすると共に、全国各地の
図書館での新聞・雑誌の調査に基づき、日本
におけるタゴール論の系譜を提示した。ここ
では、特に 1916 年の来日問題を取り上げ、
そこで生じた日本の知識人たちとタゴール
の思想的すれ違いに注目し、日本人のオリエ
ンタリズムと帝国主義の問題を論じた。また、
タゴールの日本観が滞在中に変化していく
プロセスを明示し、アジア主義におけるタゴ
ール来日の意義について論じた。

３．研究の方法
特に日本国内およびインドにおける文献

収集を中心に研究を行った。その際には、特
に国立図書館、東京大学総合図書館、外務省
外交史料館、パール下中記念館、カルカッタ
大学図書館、フェデレーション・ホール（コ
ルカ）、インド国立文書館（ニューデリー）
を利用した。

４．研究成果
主な成果として、『パール判事――東京裁

判批判と絶対平和主義』（白水社、2007 年）
と「タゴール、現る――大正初期の「タゴー
ル熱」と初来日を巡って――」『大倉山論集』
55 号（2009 年 3 月）を発表した。

前者では、パールの伝記的研究およびパー

ル判決書の分析、彼の思想体系について詳述
した。

ここでは、パールがインドにおいて展開し
ていた古代ヒンドゥー法の研究と彼の宗教
思想、そして法理論がいかなる関係を持って
いるかを論じた。

また、彼の東京裁判における意見書が、「平
和に対する罪」および「人道に対する罪」に
ついては事後法であり、罪刑法定主義に反す
るとして「裁判所の管轄外」としたのに対し、
「通例の戦争犯罪」については、それを裁判
にかける意義を認めた上で、指導者責任に問
われた A 級戦犯容疑者に対し証拠不十分と
の理由で「無罪」判決を下したことを明示し
た。

さらに、パールの思想がガンディーの非暴
力主義・絶対平和主義に大きく影響を受けて
いる点を指摘し、その思想と世界連邦主義が
呼応していることを明らかにした。そして、
このような思想的背景から、1950 年代に日本
を再訪したパールが、日本の再軍備を厳しく
批判し、絶対平和主義を貫くべきことを主張
した経緯を詳述した。

このような個別的分析を通じて、パール判
決書を「日本無罪論」と位置づけることの問
題点を指摘し、歴史修正主義者のパール認識
に異論を唱えた。

一方、後者においては、まず 1915 年に生
じた「タゴール・ブーム」について、その概
要を示した。そして、このブームが大正初期
におけるオイケン・ベルグソン・ブームから
連続して起ったものであることを明示し、大
正生命主義との関係性について論じた。

次に、タゴールが来日（1916 年）に際して、
どのような目的意識をもっていたかについ
て分析を進めた。また、日本側がタゴールに
対して、いかなる期待を持って来日を迎えた
かを明示した。

そして、タゴール来日中に生じた日本側の
タゴール認識の変化とその問題について論
じた。具体的には、タゴール来日初期におい
てはオリエンタリズム的礼賛が圧倒的な力
を持ったことに対し、その滞在中にタゴール
の日本に対する批判的視点が明らかになる
にしたがって、タゴールへのバッシングが急
激に巻き起こったプロセスを明らかにした。
そして、そのオリエンタリズム的礼賛とタゴ
ールバッシングの論理が、コインの裏表の関
係であることを論じた。

この二人のインド人の来日問題を論じる
ことによって、アジア主義全般および日本の
国家主義・右翼運動への新たな視点を獲得し、
それらを包括的に論じる試みをさまざまな
場所で展開した。
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